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様式第２号（第５条関係） 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 ・ 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

１ 開 会 

司会（染谷課長） 

 皆さん、こんにちは。定刻になりましたので、ただ今から令和５年度第２回久喜市児童福祉

審議会を開催いたします。本日の司会進行を務めさせていただきます、子ども未来課の染谷で

ございます。よろしくお願いいたします。 

それでは、本日の出席委員数について、ご報告申し上げます。委員１５人中、出席委員  

１２人で過半数に達しております。本審議会は、久喜市児童福祉審議会条例第６条第２項の規

定により成立いたしますことをご報告いたします。なお、山本千恵子委員、小林 保委員、矢羽

田梨絵子委員におかれましては、欠席とのご連絡をいただいております。 

次に、会議の公開と、会議録の作成につきまして、皆さまにご了解をいただく事項がござい

ます。会議の公開でございますが、久喜市では審議会等の会議は原則公開とし、会議の傍聴を

認めておりますことから、本審議会も傍聴を希望される方がおりました場合は、対応させてい

ただきますのでご了解をいただきたいと存じます。 

 本会議の内容につきましては、事務局におきまして会議録としてまとめる関係上、録音をさ

せていただきますので、この点につきましてもご了解をいただきたいと存じます。 

また、本日は、久喜市こども計画策定等支援業務委託の受託業者である株式会社ぎょうせい

の３名にも同席いただいておりますことをご報告させていただきます。 

 それでは、次第に従いまして進めさせていただきます。 

 次第の「２ あいさつ」としまして、吉倉会長からごあいさつをいただきたいと存じます。 

 

２ あいさつ 

吉倉会長 
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 それでは、改めまして、本年もよろしくお願いいたします。 

 今日も朝ニュースで続報をやっておりましたが、今年は年明けから大きな地震があって、被

災されている方々の本当に大変な状況が報道されています。それだけでもショックなことなの

に、次の日にはまた大きな航空機の事故と不安な状況がございます。いろんなことが日々次々

と起こっておりますので、特に子どもたちを取り巻く環境は待ったなしで進むと思います。 

今日の会議も重要なことが提起されており、皆さまご多用のところをお越しいただいたこと

に大変感謝しております。 

なぜこの時期にということですが、資料の中にもスケジュールで示されておりますとおり、

大変タイトな形でいろんなことを決定していかなければならないという状況にございます。そ

のため、この年の初めのお忙しいときですが、お集まりをいただいたというところでございま

す。 

ぜひ今日は皆さまのお立場から、ご意見をたくさん頂戴できればと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。以上でございます。 

 

２ 議 事 

司会（染谷課長） 

 ありがとうございました。 

 次に、議事に入ります前に、本日の資料の確認をさせていただきます。事前に送付をさせて

いただきました資料を併せてお手元にご用意お願いいたします。 

まず、事前にお送りした資料として、 

・次第 

・資料１ 久喜市こども計画について 

・資料２－１ 子ども・子育て支援施策に関するアンケート調査就学前児童保護者様（案） 

・資料２－２ 子ども・子育て支援施策に関するアンケート調査小学生保護者様（案） 

・資料３－１ 久喜市子どもの生活に関する調査【小学生票】（案） 

・資料３－２ 久喜市子どもの生活に関する調査【中学生票】（案） 
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・資料３－３ 久喜市子どもの生活に関する調査【保護者票】ご協力のお願い（案） 

続きまして、本日机の上に置かせていただいた資料です。 

・資料４ こども大綱 

以上、資料はお揃いでしょうか。お手元に無い資料がございましたら、お持ちいたしますの

で、お申し出いただきたいと存じます。 

 それでは、次第３、議事に移らせていただきます。 

 議長につきましては、久喜市児童福祉審議会条例第６条に基づき会長が議長となりますの

で、吉倉会長に議長をお願いします。 

 

（１）久喜市こども計画の策定について 

議長（吉倉会長） 

 それでは、議事に入らせていただきます。 

 先ほど、事務局から会議録の作成について説明がありましたが、事務局が会議録を作成後、

代表の２名の方に署名をいただきたいと思います。前回、令和５年７月１３日に開催した際

は、内田委員と原委員が署名人となりました。引き続き、出席者の中から名簿順で、今回は、

細矢委員と私、吉倉を署名人といたしますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、本日の議題に移りたいと思います。議事の（１）久喜市こども計画の策定につい

て事務局から説明をお願いします。 

 

事務局（佐藤主幹） 

 （資料１に基づき説明） 

 

議長（吉倉会長） 

 ありがとうございました。 

計画に係る概要と、そのための調査についてのご説明がございました。事前にお配りをさせ

ていただいている内容でございます。ご意見、ご質問等ありましたら受け付けたいと思うので
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すが、いかがでございましょうか。 

 

奈良委員 

奈良と申します。今年もよろしくお願いします。 

各調査の実施概要のところの②の子どもの生活状況調査、子どもの貧困対策の推進に関する

調査について、県と同じ項目について調査を行うということで、対象が小学校５年生以上とい

うところで、私が他の資料を読み解くことができなかったからかもしれないのですが、疑問に

思ったことが１つあります。対象が小学校５年生以上というと、ちょうど思春期で、生活貧困

に関して、例えば中学生でダイエットとか、そういうことを考慮して、いろいろなことで調査

結果が変わってきてしまうのではないか、なぜ低学年を入れなかったのか、ということが気に

なりました。それについて教えていただきたいと思いました。よろしくお願いします。 

 

議長（吉倉会長） 

はい、ありがとうございました。 

これは、５年生と中学２年生が対象なので、もうちょっと小さい子を入れなくていいのかと

いうご質問でよろしいですか。その点について、事務局いかがでしょうか。 

 

事務局（佐藤主幹） 

はい。この調査につきましては、保護者とその家庭の状況を把握するために行うものになり

ます。お子さんが、思春期ということで、なぜ低学年を聞いていないかというところですけれ

ども、その家庭の状況が自覚できるのが高学年ということになろうかと思います。自分が客観

的に家庭の状況を把握できて、回答できるというところで小学５年生と中学２年生を対象に行

うというものです。これは、内閣府が貧困の調査を各自治体でバラバラでやっていたものを、

全国の比較ができるようにということで、調査様式を例示したものがベースになっておりま

す。そのため、全国の小学校５年生、中学校２年生を対象に、同じ項目で聞いた結果を市町村

のその状況として比較検討ができるということで、示されたその内容をそのまま使用して埼玉
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県が調査を行っております。 

その埼玉県の調査をもとに、久喜市でも同じ内容で実施したいという趣旨で、今回お示しし

た調査票となっております。 

 

議長（吉倉会長） 

今のご説明ですと、全国規模のレベルでやっていて、県も先行してやっているので、久喜市

もそれで小学５年生と中学２年生全員に聞けば、母数が広がるということで、より調査の結果

が久喜市に合ったものが求められる。県がやったものに乗っかるというような趣旨でここに入

れるということでよろしいですか。 

 

事務局（佐藤主幹） 

はい、おっしゃる通りです。 

 

議長（吉倉会長） 

いかがでしょうか、奈良委員さん。 

 

奈良委員 

説明はよくわかりました。ただ、学童の立場から言うと、子どもの貧困は低学年の方がより

わかるので、質問させていただきました。 

 

議長（吉倉会長） 

そうですよね。日々、小さいお子さんと接していると、そういうことを実感なさるかなとい

うふうに思います。ありがとうございました。他にいかがでしょうか。 

 

原委員 

このアンケートの対象なんですけれども、こども基本法によると、こどもの定義は、心身の
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発達の過程にあるものという抽象的な表現です。こども基本法では、１８歳や２０歳といった

年齢で、というふうに解説されております。このアンケート対象を見ますと、小学生・中学

生、義務教育で対象が絞りやすいというところがあるかと思います。こどもの定義による１６

歳以上のこどもに対してのアンケートはどう考えているでのしょうか。 

あと、小学校・中学校でアンケートを配布するということが書かれておりますけれど、不登

校の子どもに対してはどういうふうに捉えているのでしょうか。その点をお伺いしたいと思い

ます。 

 

議長（吉倉会長） 

 ありがとうございます。今のご質問では、こどもの定義として、小中学校だけでいいのか。

もうちょっと大きなところで、１６歳以上も対象になるのではないかということと、小中学校

という括りではあるけれども、学校に行けない不登校の子どもこそアンケートを取るべきでは

ないかと。なかなか訴えられないお子さんたちもいらっしゃいますよね。そんなことも含め

て、アンケートに対して、どうなんですかというご質問でよろしいでしょうか。 

事務局さん、いかがでしょうか。 

 

事務局（佐藤主幹） 

義務教育以上の児童についての調査はどうなのかというご質問だと思います。子ども・若者

に関する計画がこれまで久喜市の計画にはなかったわけですが、今回の大綱に基づき、そうい

った子ども・若者の施策に関するものも計画を一体として作成していくということになりまし

たので、そこのニーズ調査につきましては、今後行う予定の④の、こども基本法の１１条に基

づくこども等の意見等の調査の中で、実施していきたいと考えております。 

また、不登校のお子さんの回答につきましては、学校の協力も得ながら、学校で配られた端

末を使用してリモート授業等をしておりますので、学校で配られた端末を使い、回答していた

だく予定でおりますので、家にいても調査の回答ができないということはないようにして参り

たいと考えております。 
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議長（吉倉会長） 

今の回答なんですけれども、１つは確かに今まで大きい年代の１６歳から上の方のニーズな

り状況がわかっていなかったので、今回のこども大綱に基づいて、計画にありますように、①

から④までアンケート調査をとる予定になっているので、その④のところで、こども基本法に

基づくこども大綱に基づく計画の策定に必要な調査というところで拾っていこうという事務局

さんのお答えでした。 

それから不登校の子どもについては、学校に来ない子にも、配布された端末を活用してもら

っているので、学校を通してなんですけれども、その子どもさんが端末でアンケート調査に臨

むことができると。もちろん他の皆さんも、その端末でアンケートの答えを出すんですね。な

ので、不登校で学校に来られないお子さんでも参加してもらえると、それから、あなたという

のは特定しませんよというようなことが注意書きにもありますので、おそらくみんな参加して

もらえるのではないかと。家庭でできるということは大きなメリットかなというふうに思いま

すので、学校の協力なしにはなかなか難しいと思うのですが、そういうお子さんでも手の届く

ところで実施しますということです。よろしいでしょうか。 

他にいかがでしょうか。 

 

髙橋委員 

今、端末からの回答、Ｗｅｂの回答というお話があったんですけれども、実際、名前は書か

ないで、あなたがどのように答えたかわかりませんと注意書きありますが、端末からの回答に

なると実際のところは、誰からの回答っていうのはわかってしまうところがあるのかないの

か、そのあたりをお願いします。中学生ぐらいだと、ネット状況がわかっていて、気にするの

かなと思いまして、お願いします。 

 

議長（吉倉委員） 

ネットの影の部分とかね、よく言われますのでね。子どもさんの特定というところが不安だ

というようなお話でした。流出というようなことも不安も含めて、Ｗｅｂ回答で、個人のプラ
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イバシーや誰がどうなんだという特定が不安だというようなご意見でした。 

事務局さんいかがでしょうか。 

 

事務局（佐藤主幹） 

ＩＤを付与しまして、そこからしかサイトに行けないという調査の入口を作り、そこで回答

していただくという方法をとりますので、外部に漏れるということは決してありません。ま

た、記名もしませんので、学校ごとの人数とその回答率は出てくる予定ですけれども、個人を

特定するようなことはしないで調査を実施できます。 

 

議長（吉倉委員） 

個人の特定はないと。ただ学校ごとの集計値は出てくるので、確かに学校ごとの特質ってい

うのは出てくるかなというふうには推測はできますけど、とりあえず入口が１つ、ここだけと

いうふうになっているので、それは他からアクセスしてとかそういうことはないということで

よろしいでしょうか。 

 

事務局（佐藤主幹） 

はい。 

 

議長（吉倉委員） 

他にいかがでしょうか。 

 

原委員 

これからアンケート内容についてご説明されると思うんですけれど、このアンケートの内容

っていうのは、こども大綱の資料の５４ページと５５ページのこどもまんなか社会の実現に向

けた数値目標を踏まえてアンケートを作成されているんでしょうか。 
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議長（吉倉委員） 

アンケートの内容について、大綱に示された５４ページにこどもまんなか社会の実現に向け

た数値目標等が上がっておりますが、このあたりを勘案したアンケート調査なのかというご質

問でよろしいですか。アンケート調査の内容につきまして、その項目がこちらに合致している

のかどうかというようなご質問だと思いますが、事務局さんいかがでしょうか。 

 

事務局（佐藤主幹） 

これは国の方でいろいろな大綱をまとめてこども大綱を作っておりますので、そのそれぞれ

の大綱の指標、これまでの現状とそういったものを今後の目標等に設定しているものだと思い

ます。もちろんこの国の指標をもとに、実際久喜市はどうなのかというところで調査をかけま

して、久喜市で足りているところや、目標値をどう設定していくかというのは、この指標を参

考にはしながら、新たな久喜市の計画として、目標値等を設定していくことになろうかと思っ

ています。 

 

議長（吉倉委員） 

事務局さんからは、ここに掲げられた数値目標も参考にしているということですね。何しろ

大綱が12月22日に出たとここに記載があります。もちろん今まで子どもについて久喜市は取り

組んできているわけですよね。ですからアンケート調査はもちろんこれが全国的な目安として

目標とか項目とか掲げられていると思いますが、以前の久喜が作った子育て応援プランである

とか国のいろいろな支援事業についての目標であるとか、そういうものを踏まえた上でのもの

で、これも原委員さんのおっしゃるように参考にしているということだと思います。 

他にいかがでしょうか。 

それでは、他にご意見もないようですので、子ども・子育て支援施策に関するアンケート調

査について、事務局から説明をよろしくお願いします。 
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事務局（佐藤主幹） 

（資料２－１、資料２－２に基づき説明） 

 

議長（吉倉委員） 

ありがとうございました。 

それでは、子ども・子育て支援施策に関するアンケート調査について、資料２－１就学前児童

保護者様案（案）と資料２－２小学生保護者様（案）、この２点につきまして、ご質問、ご意

見ございましたら、お願いしたいと思います。 

 

大木委員 

資料２－１、就学前児童保護者様の５ページの問１２、問１３なんですけど、問１３につい

て、今後利用したいと思いますかという問だけなんです。例えばママ・パパ教室を使っている

方が、現在は利用してないけど新たに利用したい。しかし、次の保健センターの相談事業は既

に利用していて日数を増やしたい、とかその項目ごとに違うと思うんです。この場合、問13は

どう答えたらよいのでしょうか。 

 

議長（吉倉委員） 

 ５ページ目の、現在以下の地域子ども支援事業を行っている、ここを利用したことがある、

または、聞いたことある、知らなかったというような設問に答えて、その次に、今後の利用に

ついてとなっている。この設問ですと、まとめて該当するようになっているけれども、これは

個別に答えるようにするべきではないのかという、そういうご質問でよろしいですか。 

事務局さんいかがでしょうか。 

 

事務局（佐藤主幹） 

こちらについては、どういう項目で答えたかということを、下の利用したい利用したくない

というところで、クロスをさせて、傾向等を見るというふうにしたいと考えております。 
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議長（吉倉会長） 

今のお答えですと、上のその利用状況と今後まとめてのお答えでクロスをすると。 

 

事務局（染谷課長） 

こちらの調査票のイメージですと、別個の質問のように見えますけれども、それぞれの項目

ママ・パパ、保健センター、それぞれに対して問１３の回答をするような形になると思いま

す。 

 

議長（吉倉会長） 

紙面ではこういうふうになるけれども、そうではなくて、Ｗｅｂで回答するときには、この

次の項目ではきちんとクロスをしているということですか。それでよろしいでしょうか。 

他にいかがでしょうか。 

 

大木委員 

１ページの問２なんですけれど、例えば就学前でも、お子さんが２人、３人っている家庭が

あると思います。一人一人にこの調査票が来るんでしょうか。 

 

事務局（佐藤主幹） 

住民基本台帳から、各年齢ごとのお子さんを何人というふうに抽出しまして、そのお子さん

に対して回答していただくっていうことになりますので、回答は、宛名の子どもの保護者様に

回答していただきます。 

 

大木委員 

そうすると、例えば２人就学前のお子さんがいた場合は、２回答えるということですか。 

 

議長（吉倉会長） 
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今の説明は、お子さん１人について調査票を送付するので、その家庭に２人いるからといっ

て２件ではなくて、４人子どもがいるとするとそのうち誰に当たるかわからないですけども、

その年齢層の子で抽出されたその子について答えるということでよろしいですか。 

 

事務局（佐藤主幹） 

お子さんの名前で調査票をお出ししますので、そのお子さんについて、回答していただくと

いうことになります。 

 

大木委員 

例えば２人就学前の子どもがいて、その２人に来ることはないんですね、１つしか来ない。 

 

事務局（佐藤主幹） 

そうです。例えば双子の方がいても、双子の方の、１人のお名前で届いたらその宛名のお子

さんのことについて回答していただくということで考えております。 

 

議長（吉倉会長） 

今私も再認識しました。双子さんであっても、この子どもということでアンケートをお願い

するということです。 

他にいかがでしょうか。よろしいですか。 

それで次に、子どもの生活状況調査について、事務局から説明をお願いいたします。 

 

事務局（佐藤主幹） 

 （資料３－１、資料３－２、資料３－３に基づき説明） 

 

議長（吉倉会長） 

ありがとうございました。 
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先行してご質問もあった部分もございますけれども、資料３－１、２、３について、ご説明

がございました。もう既に同調査を市内４校で実施しているということで、それに則ってその

上に母数を広げる。そして傾向をきちんと掴むという意味で、全校に広げるというようなご提

案でございました。いかがでしょうか。 

それでは、ご意見も等もないようでございますので、子どもの生活状況調査については、以

上にいたします。 

 

（２）その他 

議長（吉倉会長） 

それでは、（３）その他にいってよろしいでしょうか。 

事務局さんお願いいたします。 

 

事務局（内藤） 

事務局から次回の審議会の開催予定についてお知らせいたします。次回は３月の下旬に会議

の開催を予定しております。現時点ではまだ日程等が決まっておりませんので、決まり次第、

また皆さまに通知をお送りさせていただきますので、ご確認いただきますようよろしくお願い

いたします。 

事務局からは以上でございます。 

 

議長（吉倉会長） 

それでは、その他ということで、今次回の開催予定ということで、ご提案がございました。

スケジュールを見ると本当にタイトで、大変かなというふうに思いますけれども、委員の皆さ

まにはまたご協力のほどよろしくお願いいたします。 

それでは以上をもちまして、本日予定していた議事が終了となりました。 

議長の座を解かせていただきます。ご協力ありがとうございました。 
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３ 閉 会 

司会（染谷課長） 

閉会にあたりまして、嶺副会長よりご挨拶をいただきたいと存じます。お願いいたします。 

 

嶺副会長 

はい。では、終わりということですけれども、私、学校に勤めておりまして、昨日、３学期

の始業式を迎えました。始業式では、１月１日の能登半島の大地震で被災された皆さまのお見

舞いと復興を願って、まず最初に全員で黙祷をしたところです。 

それと同時に、これは嬉しいことだったんですけれども、全国で知らない人はいないと思う

のですが、メジャーリーガーの大谷翔平選手から贈られましたグローブが久喜市内の小学校に

も届きまして、昨日披露をしました。子どもたちも非常に嬉しく、早く使いたいなという様子

でございました。学校では使う順番と、それから使うにあたってと保管管理の仕方についての

約束事を決めた上で、どんどん使ってねというお話をしました。 

大谷選手なんですけど、野球しようぜというメッセージをカードに書いて、もちろん印刷で

すけれども、全校に送ってくれたんですけれども、その他にも、お手紙メッセージが届きまし

た。その中で、グローブを寄贈させていただく機会を作ってもらい、とても感謝していますと

いう表現がありました。若干違うかもしれませんが、学校だよりにも書いたんですけれども、

させていただくじゃなくて本当に感謝してるのは、寄贈してもらった私たちなんだよなと。そ

こを、こういう機会作ってもらえて感謝してるんだって感じる大谷選手の心ってすごいなあ、

人間性ってすごいなというふうに感じているところです。 

どういうふうに教育したらこういうふうになるのかなと考えながら、１人１台端末のお話も

先ほど出たんですけれども、もちろんそういう方も、教え、学び、使えるようにしていかなく

てはいけないし、でもそれを使うのは人であって、人が正しい判断ができず、正しい使い方が

できず、そのまま使用してしまうと、やっぱり人に嫌な思いをさせることになるだろうなとい

うことでその人の心を育てる、そして教えていくという教育をこれからもしっかりしていかな

くては、学校ではこういうふうにしていかなくてはと考えていたところです。 
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(注)特に署名等を要しない審議会等については、事務局名を記入する。 

また、今後ともよろしくお願いいたします。今日はお疲れ様でした。以上です。 

 

司会（染谷課長） 

ありがとうございました。 

委員の皆さまには、公私ご多忙中のところご出席いただきまして誠にありがとうございまし

た。 

以上をもちまして、令和５年度第２回久喜市児童福祉審議会を閉会とさせていただきます。

ありがとうございました。 

会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。 

  令和６年２月５日 

                   細矢 愛美   

                   吉倉 清子   


